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北海道（十勝）と静岡県の交流型ツーリズム  
きっかけは…. 

広域連携による、美しい景観づくり、魅力的な観光空間づくり、個性ある地域づくりを目指す 

①「十勝シーニックバイウェイ」と「日本風景街道（静岡）」の交流 

 

 

②「地縁」も 

 

 

 

 

 

  

③そして、「交流型ツーリズム」へ 

依田勉三氏は、静岡県の伊豆、松崎町の
出身で、北海道開拓のために設立した「晩
成社」本社があった。また、二宮尊親氏は、
二宮尊徳翁の孫で「報徳」の精神をもって
豊頃町の開拓にあたった。静岡県も報徳活
動が活発であり、掛川市には「大日本報徳
社」がある。このように、北海道十勝と静岡
県は、北海道開拓期からの地縁がある。 

ひと：サイクルツーリズム（季節の交換） 

もの：お互いの地域に無い産品の交換（例
えば、お茶と乳製品） 

ライフスタイル：お互いの地域での「ちょっと
暮らし」の交換 

 「ひと」と「もの」を北海道と静岡の緯度の違いを 活かし
て交換、さらに「ライフスタイル」の交換へ 
 



冬：北街道→静岡 
 冬場、北海道のサイクリストが
静岡のガイドライドイベント参加 

       北海道十勝と静岡県遠州のサイクルツーリズム交流 

 北海道からの サイクリングツアー 

シーニックバイウェイ北海道（十勝）×日本風景街道（静岡）の連携プロジェクト 

2014年スタートで、毎年、相互に開催
している。 
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 静岡からの サイクリングツアー 
 

夏：静岡→北海道 
 
本州の暑い夏をさけて、静岡
のサイクリストが十勝のガイ
ドライドイベント参加 



静岡と北海道のサイクリング交流 



 とかちｶﾞｰﾃﾞﾝ・ｽｲｰﾂ・温泉ﾁｹｯﾄ事業 
 （十勝シーニックバイウェイ  ﾄｶﾌﾟﾁ雄大空間） 

 ルート内の観光施設や見どころを巡ってもらい、ひい
ては交流人口を増加させる持続可能な経済活動を始める
一助として、2010年より、改善を行いながらチケット事
業を展開 
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【静岡県掛川市】  

H25からの実績や報徳等の繋がりを活かし実施 

  ・これっしか処（掛川市新幹線駅構内）   

     平成28年1月23日（土）～25日（月） 
  ・We+138Kakegawa（掛川市新幹線駅前）  

  平成28年1月23日（土）～24日（日） 
       （農産物販売等の観光農園） 
【静岡県磐田市】 
  ・白壁館  

     平成28年1月23日（土）～25日（月） 
※実施は、豊頃町物産販路拡大協議会 

                                    

 

 

波及効果１ 

地元産品の相互販売 

これっしか処での様子 

We+138Kakegawaでの様子 



波及効果３ 

静岡（掛川市）と十勝（豊頃町）の「ちょっと暮らし」の交換 

次郎柿ようかん 
ジャムと干し柿が
入った次郎柿のパイ 

次郎柿と小豆のムース（上） 

掛川市から豊頃町へ 

豊頃町から掛川市へ 



波及効果２ 
静岡と豊頃・北海道のコラボ商品開発 

静岡県掛川市のキウイを雪氷冷熱による貯蔵で高付加価値化 

次郎柿ようかん 
ジャムと干し柿が
入った次郎柿のパイ 

次郎柿と小豆のムース（上） 

静岡県森町の次郎柿と北海道のパテシエのコラボ商品 



  波及効果４ 

合同会社「互産互生機構」（静岡） 



１．お互いに、行ったり、来たりしあう。 

 

２．地元のサイクリストと一緒に走る。 

 

３．地元のサイクリストが案内する 

 

４．お互いの歴史や日常の生活文化を共有する。 

 

５．地域の食材や、レストラン、食堂を使う。 

 

６．お互いに、他の地域づくり活動への波及を考える。 

交流型ツーリズム （サイクルツーリズムの場合） 


